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指標の解説

・「救急車・ホットライン応需率」の向上は、救急診療を担当する医療者の人数、診療効率、入院を受け入れる病棟看護師や各診療科の協力など、さまざまな要素がかかります。

救急車・ホットライン応需率

救急車で来院した患者数

救急車受入要請人数

他院からの搬送（転送）件数
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救急車・ホットライン応需率

受入要請件数 人

日本病院会QI事業平均値 ％

当院 ％


